
































【分析結果】 二つの高層住宅地の結果を比較すると、①の WTPは中央値 9元/月、平均値 11元/




く評価するほど WTPが高くなる、であった。②で有意となった変数は 1.年齢が高くなるほど WTP
が高くなる、2.環境保護活動に参加したことがある人は WTPが高くなる、であった。①、②共
に、階層は有意とならなかった。 
【結論】都市景観を重視する人、宅地内景観の維持管理を評価する人、環境保護に参加したこと
がある人は、宅地内の緑地を高く評価していることが明らかになった。一方で、年齢による影響
は①と②で逆になっている。これは２サンプルの年齢構成の違いに起因すると考えられる。高層
住宅地内の住民の評価額は現在の緑地の状況に対する認識を前提に決定していると考えられる。
①は緑化率が高く、維持管理状況も全般的に良い。②は、宅地内景観現状に対する住民満足度が
低く、より良い緑地を創るため、より高い支払い意思額を表明したと言える。都市住民は身近な
緑を評価し、より良い緑地創出に費用負担の意思があることが明らかになった。 
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